
平成™˜年˜™月™Ÿ日 月曜日 (号外第™��号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
四
号

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
別
表
第
二
第
二
号
３
、
第
三
号
３
、
第
四
号
３
、
第
六

号
３
、
第
七
号
３
及
び
第
八
号
１
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
七
年
厚
生
省

労
働
省
告
示
第
一
号
（
社
会
保
険
労
務
士
法
別

表
第
二
第
二
号
３
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
団
体
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
一
号
中
「
法
人
」
の
下
に「（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
全

国
健
康
保
険
協
会
を
除
く
。）」
を
加
え
、
第
二
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
百
九

条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
百
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
五
号

平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
百
九
十
八
号
（
厚
生
保
険
特
別
会
計
年
金
勘
定
よ
り
支
出
さ
れ
る
補
助
金
の
交
付
に
関

す
る
事
務
を
委
任
し
た
件
）
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
六
号

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）第
七
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保
険
法（
平

成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
三
十
四
条
第
八
項
（
法
第
百
三
十
七
条
第
九
項
（
法
第
百

四
十
条
第
三
項
（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
。
以
下
「
国
保
令
」
と
い
う
。）

第
二
十
九
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
十
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
百
三
十
八
条
第
四
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
国
保
令
第
二
十
九
条
の
十
八
第
一
項
及
び

第
二
十
九
条
の
十
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
国
保
令
第
二
十
九
条
の
十
八
第
一
項
、
第
二

十
九
条
の
十
九
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
二
十
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
二
十
二

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
年
金
保
険

者
に
つ
い
て
、市
町
村
へ
の
通
知
を
行
う
場
合
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
を
経
由
し
て
行
う
者
と
し
て
同
意
し
た
の
で
、

法
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
（
法
第
百
三
十
七
条
第
九
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
国
保
令
第
二
十
九
条
の
十
八
第

一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
十
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び

第
百
三
十
八
条
第
四
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
国
保
令
第
二
十
九
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
十
九
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
国
保
令
第
二
十
九
条
の
十
八
第
一
項
、第
二
十
九
条
の
十
九
第
一
項
、

第
二
十
九
条
の
二
十
第
一
項
、
第
二
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
の
二
十
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。平

成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

一

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

二

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
七
号

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
介
護
保

険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
三
十
四
条
第
八
項
（
法
第
百
三
十
七
条
第
九
項

（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以

下
「
高
齢
者
医
療
確
保
令
」
と
い
う
。）第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
百
三
十
八
条
第
四
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
高
齢
者
医
療
確
保

令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
高
齢
者
医
療
確
保
令
第

二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、次
の
年
金
保
険
者
に
つ
い
て
、

市
町
村
へ
の
通
知
を
行
う
場
合
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
を
経
由
し
て
行
う
者
と
し
て
同
意
し
た
の
で
、
法
第
百
三
十

四
条
第
十
一
項
（
法
第
百
三
十
七
条
第
九
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
高
齢
者
医
療
確
保
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及

び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
百
三
十
八
条

第
四
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
高
齢
者
医
療
確
保
令
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
高
齢
者
医
療
確
保
令
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項
、第
三
十
条
第
一
項
、

第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

一

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

二

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
八
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
百
三
十
四
条
第
八
項
（
法
第
百
三
十
七

条
第
九
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。
以
下「
令
」と
い
う
。）

第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）及
び
第
百
三
十
八
条
第
四
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
令
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条

の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
令
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
及

び
第
四
十
五
条
の
四
か
ら
第
四
十
五
条
の
六
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
年
金
保
険
者
に
つ
い
て
、
市
町
村
へ
の
通
知
を
行
う
場
合
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
を

経
由
し
て
行
う
者
と
し
て
同
意
し
た
の
で
、
法
第
百
三
十
四
条
第
十
一
項
（
法
第
百
三
十
七
条
第
九
項
（
法
第
百
四
十

条
第
三
項
（
令
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
百
三
十
八
条
第
四
項
（
法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
令
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
及

び
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
令
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
五
条

の
三
第
一
項
及
び
第
四
十
五
条
の
四
か
ら
第
四
十
五
条
の
六
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

一

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

二

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
十
九
号

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
五
十

四
号
）
第
百
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
政
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
五
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
九
年
政
令
第
百
十
号
）
第
五
条
及
び
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
五
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
第
四
種
被
保
険
者
の
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
の
期
間
及
び
納
付
す
べ
き
額

を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
五
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
第
四
種
被
保
険
者
の
保
険
料
を

前
納
す
る
場
合
の
期
間
及
び
納
付
す
べ
き
額

（
保
険
料
の
前
納
期
間
）

第
一
条

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
第
百
三
条
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
政
令
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
第
五
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
期
間
は
、
保
険
料
を
前

納
し
よ
う
と
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
八
月
（
同
月
ま
で
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
四
十
三
条
第
九
項

第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
。
以
下
同
じ
。）ま
で
の
期
間
と
す
る
。

（
第
四
種
被
保
険
者
の
保
険
料
の
前
納
額
）

第
二
条

昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
第
四
種
被
保
険
者
が
、
平
成
二
十
二
年
八
月
ま
で

の
期
間
の
す
べ
て
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
場
合
に
納
付
す
べ
き
額
は
、
別
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。

˜œ 


		2009-12-27T14:58:41+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




